
１１月２９日、地本副委員長である荻野隆一は会社と

の業務委員会終了後、東海鉄事前において脱退届けを松

山委員長に手渡そうとした。私たちの問いに対して、「批

判と否定を繰り返す組合には居られない」と捨て台詞を

吐き、その場から逃げるように去った。

「批判と否定」だと？ 荻野隆一よ格好つけて誤魔化

さないでもらいたい！

ただ単に君は、「リニアマネー」に狂わされただけだ！

ここにきて東海労からの脱退は、ＪＲ総連による組織

破壊攻撃に加担すること以外の何ものでもない。

そしてそれは、東海の地から労働運動の灯を残させな

いという会社からの意思でもある。

とどのつまり、君は「リニアマネー」によってＪＲ東

海会社に頭が上がらないのだ！

森下暢紀と同列なのだよ！

東海労の運動を否定する組織破壊行為を断じて許さない！

ＪＲ東海労働組合名古屋地方本部

荻野隆一を許さない！

荻野隆一よ人生最大の恥と知れ！


